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本書は、備前市浦伊部に所在する山崎窯南遺跡の発掘調査報告で

す。 この発掘調査は、大阪ガス株式会社による姫路・岡山ライン06

立坑工事に伴 う発掘調査で、平成21年度に工事立会を行い、平成23

年度に全面調査を実施 しました。

今回の調査では、多数のピットや土坑と共に、柱穴列を確認 しま

した。確認 した遺構の時期は、 7世紀末から8世紀初頭です。周辺

には、南北朝時代の備前焼窯跡である山崎古窯跡をはじめ、中世の

備前焼窯跡が複数ありますが、集落跡はあまり見つかっていません

で した。そのため、今回の調査は、 この地域における人々の生活の

歴史を知る上で貴重な成果 となりました。また、今回の調査区は片

上湾から直線距離で約 lkmの 位置にあることから、美作国の国津で

ある方上津との関連も想定されます。

本書が、 この地域の歴史解明の資料 として、また文化財保護の一

助として活用されることを期待 します。

最後になりましたが、発掘調査ならびに報告書作成にあたりまし

ては、大阪ガス株式会社をはじめ、岡山県教育委員会、ならびに地

元の方々に温かいご理解と多大なご協力を賜 りました。記 して厚 く

お礼申し上げます。

平成 25年 3月

備前市教育委員会

教育長 土 山 球 一



例 言

1 本書は、大阪ガス株式会社による姫路・岡山ライン06立坑工事に伴い、大阪ガス株式会

社の依頼を受けて備前市教育委員会が発掘調査を実施した、山崎窯南遺跡の調査報告書で

ある。

2 山崎窯南遺跡は、備前市浦伊部247-1に所在する。

3 平成22年 2月 9日 に工事立会を行い、平成23年度に全面調査を実施 した。調査期間は平

成23年 9月 5日 から11月 4日 である。調査面積は、平成21年度が0.5ぜ、平成23年度が

61.26だである。遺物整理および報告書の作成は、備前市埋蔵文化財管理センターにおい

て、平成23年度と平成24年度に実施 した。

4 調査は、平成21年度は石井啓が、平成23年度は石井指導のもと重根弘和が担当した。

5 本書の執筆は調査担当者が行った。全体の編集は石井指導のもと重根が行った。

6 遺物の整理作業と実測は、赤井夕希子、東山智子、米井里佳、松田康太、塚本哲の協力

を得た。

7 図面の清書は、赤井夕希子、塚本哲、調査担当者が行った。

8 写真撮影は、調査担当者が行った。

9 土器の年代については、島田拓氏 (上郡町教育委員会)、 石器の鑑定については、米田

克彦氏 (高知県教育委員会文化財課)か ら教示を得た。

10 本書に関係する遺物 。実測図 。写真等は、備前市埋蔵文化財管理センター (備前市伊部

974-3)に保管 している。



凡 例

1 本書に用いた高度値は海抜高であり、方位は平面直角座標第V系の座標れであ―る。また、
遺溝配置図等の座標値および抄録に記載し―た経緯度は、世界測値系に準処した。

2 本書記載の遺構・進物の国には個別にその縮尺率を記しているが、基本的には次のとお
りla―した。

離 : 1/40

土器 :1/4

石器

端

S 遺物の色調は農林本産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色睦』に準拠した。
4- 第 1図に使用した地形図はく建設省国土地速院発行の25,0∞分のI地形図「片上」肝日

気Jを複製し、加筆したものである。

5 本書に|おける1時期区分は、一般的な―政治史区分に準処し、それを補うたあに世紀を併用
した。

1/3.,1/.2

1/3
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第 1章 遺跡の位置と環境

第 遺跡の位置と環境

山崎窯南遺跡 (276)の位置は、龍王山の東向きに突出する丘陵先端部の南側裾部、」R赤穂線伊部

駅より直線距離で南東約850mほ ど向かった地点である。現在の行政区分では、岡山県備前市浦伊部

と呼ばれる地域にあたる。

山崎窯南遺跡の所在する備前市は岡山県の南東部の位置にあり、兵庫県赤穂市と隣接する。この地

域では中生代の流紋岩、石英安山岩、石英斑岩等の火山岩類が主に分布 し、一部に古生層も含まれる。

周辺地域は断層谷によっていくつかの地塊に分断されており、谷は直線的な方向性が認められるもの

が多い。特に流紋岩の産地では、直線状の谷の発達が著 しい。この中で海に近い谷は、海面が上昇し

た際に沈水し、溺れ谷となり、多島海となった。片上湾はその典型である。穂浪、片上、浦伊部、久々

井、鶴見などには谷沿いに細長く開けた平坦地が窺える。これらの地点は、海水面上昇時の浸水が緩

やかであり、侵食よりも堆積作用が優勢であったことから生じ埋積谷である。なかでも浦伊部は堆積

が深 く、底土は近年の備前焼原料粘土として利用されている。年平均気温は15度前後、年降水量は

1100～ 1200mHl程度の温暖寡雨地帯であり、典型的な瀬戸内型気候に属する地域である。

現状で確認されているなかで、備前市において最も古い人々の暮らしの痕跡を探し求めると、旧石

器時代まで遡る。亀井戸遺跡 (330)確認調査の際にサヌカイ ト製ナイフ形石器及び翼状薄片が見つ

かっており、これらの遺物は旧石器時代に属するものである。ただし、現代水田造成による撹乱が著

しい地点において、土師器、備前焼等とともに見つかった資料であるため、他地点から混入した可能

性も否めず、検討の余地が残る。続 く縄文時代になると、長縄手遺跡 (248)で 3軒の竪穴住居のほ

か、多数の遺構が検出されている。時期は縄文時代中期末である。県内では数少ない縄文時代の集落

跡として注目を集めた。このほか、船山遺跡等で遺物が採集されているが、いずれも遺構に伴うもの

ではない。弥生時代前期後半になると、船山遺跡で竪穴住居、大溝等が確認されている。この集落は

中期中頃まで継続し、弥生時代終末期の遺構も存在する。古墳時代に入ると全長68mを超える前方後

円墳長尾山古墳をはじめ、31面の銅鏡が見つかった丸山古墳や、石枕がよく知られる天神山古墳など、

当時の社会状況を考える上でも重要な古墳が築かれていく。

律令制下の備前市域は、当初邑久郡に属 していたようである。後に郡の新設、改称等があり、『不日

名抄』の記載における和気郡坂長郷、香止郷が備前市域にあたる。山崎窯南遺跡が所在する地点を含

む香止郷内の平野は、白川天皇の勅旨田となり、次の堀川天皇の時、院領として立荘された。これが

香登荘である。香登荘はやきものの産地として広く知られてきた。和歌山県西牟婁郡日置川町長壽寺

境内で見つかった大甕には、「歴応五年」の紀年銘とともに「備前國什人 香登御庄□」の銘を持つ。

また、九州探題となった今川了俊の紀行『道ゆきぶり』 (応永 4年 1371年成立)に は、「さてかがつ

といおゝさとは、いえごとに玉だれのこがめといおゝ物を作ところなりけり」と記載があり、室町期に成

立したとされる『桂川地蔵記』の中でも、茶を納める壷の産地として「香香登、信楽、瀬戸」と地名

があげられている。この他に重要な記載がある書物として、灯心草庵所蔵文書に『兵庫北関入船納帳』

と称する帳面がある。ここには多くの「ツホ」等を積載 した船が、浦伊部の港より1年間に21度 にわ

たり兵庫北関に入港 したと記載される。これは、文安 2年 (1445年)の記録である。

垂早
１
上
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第1章 遺跡の位置と環境

香登荘近辺におけるやきもの生産は、窯の所在を移動 しながら引き継がれていく。そして、一時は

存亡の危機に瀕 したこともあるようだが、21世紀にいたる現在においてもこの地において、備前焼と

してその生産は続く。

本章は岡山県教育委員会2002「山崎古窯跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』167の第 2章を加筆

訂正したものである。

,サ禅ふ琺黙こと、沖i感舞111撃 ii玉

第 1図 調査地周辺の地形と遺跡 (1/50,000)
岡山県教育委員会 2003『改訂 岡山県遺跡地図』 (第 9分冊 東備地区〉より作成
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第 2章 調査に至る経緯と調査の経過 第 1節 調査に至る経緯

第 2章 調査に至る経緯と調査の経過

第 1節 調査に至る経緯

大阪ガス株式会社は、平成21年 5月 19日 に、兵庫県姫路市から岡山県岡山市へ至る天然ガス高圧パ

イプラインの建設を行うと発表 した。パイプラインは姫路市を起点に、兵庫県太子町、たつの市、相

生市、赤穂市を経由して岡山県に入り、備前市、瀬戸内市を通って岡山市南部まで結ぶ。総延長は約

85knにあ亀おゞ。

パイプライン建設計画の中で、06立坑の工事範囲が周知の埋蔵文化財包蔵地 (山崎窯南遺跡)の範

囲内であることが分かった。工事に入る前に、この地点の土質調査が行われることになり、文化財保

護法第93条の規程により、平成22年 1月 19日付けで大阪ガス株式会社から岡山県教育委員会教育長あ

てに埋蔵文化財発掘の届出が提出された。この届出に対して岡山県からは工事立会の対応が妥当との

通知があり、平成22年 2月 9日 に行われたボーリング調査に備前市教育委員会が立会した。立会時に

は須恵器と土師器が見つかり、遺構面が検出できる可能性が高い土層を確認 した。

該当地の本工事に入るあたり、文化財保護法第93条の規程により、平成23年 9月 1日 付けで大阪ガ

ス株式会社から岡山県教育委員会教育長あてに発掘調査の届出が提出され、 9月 9日付けで岡山県か

ら工事着手する前に発掘調査を行うように通知があった。大阪ガス株式会社は備前市教育委員会と発

掘調査の実施に関して協定を締結し、備前市教育委員会は法第99条の規程により発掘調査に着手した。

第 2節 調査および報告書作成の経過

平成21年度

平成22年 2月 9日 に工事立会を行った。立会時には土器が見つかり、遺構面が検出できる可能性が

高い土層を確認 した。本工事に入る前に発掘調査を実施し、記録保存を行う必要があることが分かっ

た。

平成23年度

平成23年 9月 12日 から調査を開始 した。表土は重機で掘削し、除去 した。旧耕作土と床土を人力で

掘削した後、遺構面を確認 した。遺構検出時や掘削時に見つかった土器の時期は、多くは 7世紀末か

ら8世紀前半であった。調査区東側に側溝を設けた。遺構面の調査が終了 した後、さらに下層に遺構

が無いか確認するため入力で掘削を行ったが、遺構は確認できなかった。 10月 31日 に発掘用資材を搬

出し、調査を終了した。11月 14日 からは遺物整理作業を開始した。

平成24年度

4月 から備前市埋蔵文化財管理センターで報告書作成作業を進めた。出土遺物の量は、遺物整理箱

数で換算すると13箱であった。今回見つかった土器の時期については、島田拓氏 (上郡町教育委員会

社会教育課文化財係)か ら教示を得た。
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第 2章 調査に至る経緯と調査の経過

備前市教育委員会

教育長   土山球一

教育次長  竹中史郎 (平成24年 3月 まで)
教育次長  岩崎 透 (平成24年 4月 から)
生涯学習課

課 長   末長章彦

第 3節 調査および報告書作成の体制

長

査

査

査

係
係
主
主
主

文

石井  啓 鰯 査、報告書担当)

福本浩子 (平成23年 3月 まで)

山本久美子 (平成23年 4月から)

重根弘和 鯛査、報告書担当)

(平成22年 4月から)

第 4節 日誌抄

平成22年 (2010年 )

2月 9日 (火)ボーリング調査に伴う工事

立会。

平成23年 (2011年 )

9月 5日 (月 )調査準備。

9月 12日 (月 )調査開始。重機による表土

9月 13日 (火)

9月 14日 (水)

9月 16日 (金)

9月 22日 (木)

9月 26日 (月 )

9月 27日 (火)

9月 28日 (水)

9月 29日 (木)

10月 3日 (月 )

10月 4日 (火)

10月 6日 (木)

10月 ■日 (火)

10月 12日 (水)

10月 13日 (木)

掘削。

調査区壁清掃。

測量杭設置。

調査区壁清掃。

調査区南深掘り部清掃。

遺構検出開始。

遺構検出。造成土掘削。

側溝掘り下げ。

造成土掘削。

造成土掘削。

遺構検出。側溝掘り下げ。

側溝掘り下げ。

遺構検出。

遺構検出。

遺構検出。

遺構検出。遺構掘り下げ。

遺構検出。遺構掘り下げ。

遺構掘り下げ。測量。

10月 17日 (月 )

10月 19日 (水)

10月 20日 (木)

10月 21日 (金)

10月 24日 (月 )

10月 25日 (火)

10月 26日 (水)

10月 27日 (木)

10月 31日 (月 )

遺構掘り下げ。写真撮影。

調査区測量。地形測量。

遺構掘り下げ。測量。

柱穴列確認。

遺構掘り下げ。測量。

写真撮影。

遺構掘り下げ。測量。

写真撮影。調査区清掃。

土嚢片付け。

調査区清掃。写真撮影。

土嚢片付け。シート片付け。

調査区全景写真撮影。

下層掘り下げ。

遺構検出。下層掘り下げ。

遺構検出。下層掘り下げ。

遺構検出。下層掘り下げ。

発掘用資材撤収。 調査終了。
11月 4日 (金)発掘用資材片付け終了。

11月 14日 (月 )遺物整理作業開始。

平成24年 (2012年)

4月 2日 (月 )報告書作成開始。

平成25年 (2013年)

3月 8日 (金)報告書作成終了。

-4-
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第■節 調1査区の概要

第2図 調査区位置 (1/500)
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第 3章 調査の概要
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第 3図 遺構配置 (1/80)
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第 2節 遺構・遺物

暗青灰色砂質土 ※現代耕作土
褐色砂質土 ※上面鉄分沈着 床土
黄色砂質土 ※造成上
灰白色砂質土

o                       4m

暗責褐色砂質土 ※基盤層
黄褐色砂質土 ※小石～拳大の石を多 く含
褐灰色砂質土

1

物
物
物
盟

０２〕

3

4

第 4図 東壁土層 (1/80)・ ピット出土遺物 (1/4・ 1/3)

山崎窯南遺跡は、龍王山南側から東側裾部に広がる遺跡である。今回調査対象となった地点は、龍

王山南側裾部に広がる畑地の一角にあたり、調査区の面積は61.26∬である。地表面の標高は約 9m

である。現代耕作土とその床土層、そして耕作面を作る際の造成上を除去すると、遺構面が確認でき

た。遺構面は現地表面からは約40cm下、標高約8.6m前後の地点に広がる。遺構面は南東から北西に

向かって標高が高くなる。標高が高 くなるにともない、遺構密度も高 くなる傾向があった。

調査区北東端で、建物の一部である可能性が高い柱穴列を確認した。埋土からは古代 (7世紀末か

ら8世紀初頭)の須恵器が見つかった。このほか、土壊や溝を検出した。それぞれの遺構から見つかっ

た土器は、ほとんどが古代のものであった。

さらに下層に遺構が無いか確認のため標高 8mの地点まで掘り下げたが、遺構は確認できなかった。

第 2節 遺構・遺物

ピット (第 3・ 4図、図版 1)

ピットを複数検出した。 Pl～ 3は建物の一部である可能性が高いが、他は性格不明である。 1・

3は P5、 2は P6、 4は P7、 Mlは P4で検出した。

-7-



第 3章 調査の概要

1は弥生土器の甕である。口縁部の細片である。

全体に風化が著しく、器表面の調整痕は不明瞭であ

る。胎土中に砂粒を多く含む。赤みが強い掲色の粒

が目立つ。 2は古墳時代後期の須恵器の蓋である。

細片のため、口径については不確かである。胎土中

m  9      10Cm  
に白色粒を多く含む。 3は須恵器の杯である。 7世

暗黄褐色砂質土

※炭を少量含

紀末から8世紀初頭のものか。 4は須恵器の高杯で

ある。脚裾部の細片である。Mlは鉄製品である。

第 5図 溝 1断面 (1/40)。 出土遺物 (1/4) 両端が破損 しており、全体の形状は不明である。刃

がついており、残存部の形状から考えると、おそら

く鎌の破片ではないだろうか。

溝 1(第 305図 、図版 1)

調査区の西側、突出した調査区の付け根付近で検出した。南北方向に延びる幅約80cm、 深さ約20cm

の溝である。埋没後にPlが掘削されているため、柱穴列 1よ りも時期は古い。埋土中には、炭を少

量含む。

埋土掘削中に 5を検出した。 5は土師器である。甑の把手の破片か。このほか、図化できなかった

が、須恵器の細片を確認 している。細片しか確認できなかったため、出土遺物から時期を特定するこ

とは難しい。埋没状況や他の遺構との関係から、古墳時代後期から古代と推測する。

上坑 1(第 3・ 6図、図版 1)

調査区西端、南寄りの地点で検出した。遺構の西側は調査区外となる。長さは84cmで、深さは14cm

である。

土器等の遺物は確認できなかった。

上坑 2(第 3・ 6図、図版 1)

調査区西端、中央やや南寄りの地点で検出した。土坑 1の北約1.2mの位置である。遺構の西側は

調査区外となる。長さは約 lmで、深さは14cmで ある。

埋土掘削時に6を確認 した。 6は須恵器の杯である。時期は7世紀末から8世紀前半のものである

可能性が高いが、細片のため不確定である。このほか、土師器の細片が見つかった。

上坑 3(第 3・ 6図、図版 1・ 2)

調査区西端、中央付近で検出した。土坑 2の北約30cmの 位置である。長さ1,3m、 幅75cmで ある。

底面の南西端が一段低 くなる。

須恵器蓋 7を確認 した。外面頂部やや下においてヘラケズリの痕跡が観察できるが、そのヘラケズ

リは頂部まで及ばない。時期については、日径や外面の調整痕の特徴から、古墳時代末から古代初頭

と判断した。このほか、土師器の細片が見つかった。

土坑 4(第 3・ 6図、図版 1)

調査区西端、北寄りの地点で検出した。溝 1の東約30cmの位置である。埋土中には大量の炭と焼土

を含んでいたが、基盤層に被熱の痕跡は確認できなかった。

埋土掘削時に、土師器甕 8、 須恵器甕 9、 高杯 10、 杯 11、 横瓶12を確認 した。時期は古墳時代末か

ら古代初頭である。

ジ
５
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第 2節 遺構 。遺物
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0         1m

土坑 1
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0         1m

土坑 3

0         1m

嗜灰褐色砂質土

土坑 4       
※炭焼土を多 く含む

第 6図 土坑 1～ 4(1/40)・ 出土遺物 (1/4)
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暗褐色砂質土

0         1m

土坑 2

9

10

~ 
学 卓

12

-9-



第 3章 調査の概要

艶―

0                      2m

暗褐灰色砂質土 ※炭を含
灰褐色砂質土 ※ 2～ 3 cmの 石を多 く含
暗褐色砂質土 ※柱痕
黄褐砂質土 ※炭を含

25

(1/40)・ 出土遺物 (1/4)

一-10-―

ヽ

、

第 7図 柱穴列 1



第 2節 遺構・遺物

41

42

37

39

38

40

/

②
承ｎ脚・‐‐‐，一‐‐‐‐州Ｗ中Ｍ２　　０２ｃｍ〕

Ｓ‐　　０２〕

Φ 幹

第 8図 基盤層出土遺物 (1/4・ 1/3)

柱穴列 1(第 3・ 7図、図版 1・ 2)

調査区北西端で検出した。土坑 4の北西約70cmの 位置である。溝 1埋没後に掘削された遺構である。

Plの埋土を観察すると、明瞭に柱痕が残っているのが観察できた。また床面付近において根石を検

出した。深さは約50omである。柱穴列 1は調査区外北西に延びる建物の南東端の一部と推測する。

Plで須恵器杯13～ 16、 20・ 21、 P2で須恵器杯 17・ 18、 須恵器高杯23～ 26、 土師器杯 27、 P3で

須恵器杯 19、 須恵器甕22を確認した。23や 24は古墳時代末から古代初頭のものであるが、その他は古

代 (7世紀末から8世紀初頭)の ものが多い。遺構の時期は 7世紀末から8世紀初頭と判断 した。

遺構に伴わない遺物 (第 8・ 9図、図版 2)

基盤層である第 5層を掘削時に須恵器蓋28～ 32、 杯33・ 34・ 42、 高杯35～ 40、 壼41、 砥石 Sl、 鉄

製紡錘車M2が見つかった。28は外面に自然釉が付着する。 Slは 2面使用痕がある。堆積岩系の石

材を利用 し、持ちやすいように加工されている印象を受けた。

― ■ ―



第 3章 調査の概要
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土師器甕43、 須恵器蓋44、 高杯45・ 55。 56、 提

瓶46、 甕47、 蓋48～ 51、 杯52～54・ 61・ 62、 盤57、

台付壺58、 短頸壼59、 甕60、 白磁皿63・ 64、 青磁

65、 サヌカイト剣片 Sl・ S2は基盤層を検出す

るときに掘削した近現代の耕作土や造成土、調査

時の排土から見つかった遺物である。43は風化が

顕者で、器表面はほとんど剥離 している。□縁部

内面に一部ハケの痕跡が残る。45は脚の接合部に

第 9図 包含層・排土出土遺物 (1/4・ 1/2)

沈線状のくばみが巡る。46は提瓶の肩部の破片である。突起物の付け根周囲に自然釉が比較的多く付

着する。57は軟質で、外面に脚が剥離した痕跡が明瞭に残る。58は台付壺の脚部と推測した。内外面

にタタキエ具の痕跡が残る。65は龍泉窯系青磁の小片である。小片のため、傾き等は不確かである。

遺構に伴わない遺物は、 7世紀前半と7世紀末から8世紀初頭の時期のものが多い。

働ヽ

シ (引
~＼

轟 錫 ||

63
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第4章 総 括

第 4章 総 括

今回の調査では、柱穴列をと、土坑を 4、 溝を 1、 性格不明のピットを複数検出した。出土遺物の

中で最も古いものには、弥生時代の上器がある。サヌカイトの剥片もおそらく同時期のものである。

弥生土器は摩滅が著しい上に細片であるため、他の場所からの混入 したものである可能性が高い。周

辺に集落等の遺跡があるのかもしれないが、今回の調査区内では、弥生時代と特定できる遺構は確認

できなかった。

遺構内から見つかった遺物の時期を見ると、古墳時代末から古代初頭 (7世紀前半)と 古代前半

(7世紀末から8世紀初頭)の ものが目立つ。調査区内は南東から北西に向かって地形が高 くなり、

遺構密度も濃くなる傾向がある。柱穴列 1は、おそらく主軸を北から東へ約30度振った建物の一部で

ある。出土遺物の時期は古代 (7世紀末から8世紀初頭)であった。遺跡の中心は調査区の北西に広

がる可能性が高い。

調査地は現在の片上湾の海岸線から約 l kmの地点にあたる。調査区の所在する浦伊部は江戸時代に

新田開発が行われた (い きいき浦北2012)。 新田開発が行われる以前は、海岸線が現在よりも内陸に

入っていたと想定できる。調査地点は、非常に海岸線に近い。

片上湾の奥には、天然の良港である方上津が開かれていた (岡山県 1989)。 方上津が文献にはじめ

て登場するのは、平安時代前期の「藤原保則伝」 (『続群書類従』所収)である (和気郡史刊行会

2002b)。 藤原保則は貞観 8年 (866)か ら10年間にわたつて備中介、備中守、備前権守を歴任 した。

その任期を終えて帰京しようとしたときの様子を記録した部分に、方上津の記載がある。藤原保則が

寛平 7年 (895)1こ 亡 くなっていることから、その直後に成立 した文献と推測されている。

延喜 5年 (905)1こ編纂された『延喜式』には、美作国から京に送られる雑物は方上津に運ばれ、

そこから海路で与等津 (淀津)ま で送られたと記載がある (岡山県1989)0日気郡史刊行会2002b)。

美作国の調の雑物 (絹・糸・綿・布以外)は吉井川の水運を利用 して下り、和気町付近で陸揚げして

方上津へ運ばれたと想定されている (和気郡史2002a)。 方上津は古代そして中世において、備前東

部や美作の物資を積み出す瀬戸内の要港だった (和気郡史刊行会2002b)。 なお、方上が片上と表記

されるようになるのは、室町時代後期になってからのことである (和気郡史刊行会2002b)。

山崎窯南遺跡の位置は、片上湾と非常に近い。方上津との関連も想定できる位置関係にあり、今回

検出した遺構の時期は方上津が文献で確認されている時期よりも古い。調査区北西の山林の中には塚

状の高まりが複数確認でき、古墳群が存在する可能性がある。今回対象となった調査区の範囲は非常

に狭いものではあったが、浦伊部や片上の成り立ちのみならず、当時の物流や交通を考える上で貴重

な成果を得ることができた。

参考文献

いきいき浦北 2012 『わがまち浦伊部』
岡山県 1989 『岡山県史』第 3巻 古代Ⅱ

和気郡史刊行会 2002a 厨日気郡史』通史編 中巻 I

和気郡史刊行会 2002b 肝日気郡史』通史編 中巻Ⅱ
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載
号
掲
番

測

号

栗
番 遺構名   地点 種 別 器種

計測値 (cm)

日径  底径  器高
色調

外 内 断
胎土 焼成

l 弥生 甕 旨銭 |｀尋民 齢学議サ1  浅資橙 10VR3/4    灰黄篭 10YR5/2 ina以下の自色粒    良

2 須恵器 蓋 総按〒a督緊  堅

3 須恵器 杯 1甑以下の褐色粒    堅

4 須意器   高杯 9
i器按雫念鳥繋    堅

5 溝 1 土師器 甑 軟
断
店
パ
郷

6 土坑 2 須恵器   杯 拙骸雫錦琶懲  堅

7 7 土坑 3 須恵器 蓋 lad以下の白色粒    堅

8 土坑 4 土師器 賓 総籐a譴懸    良

9 土坑 4 須恵器   甕 灰 N6/        灰 N7/         灰黄 2577/2 lad以下の褐色粒    堅

2 土坑 4 須恵器   高杯 lda以下の白色砒    堅

11 土坑 4 須恵器   杯 総歓穏離母    堅

12 土坑 4 須恵器   横瓶 灰ν   tt ν    偽:彊譜 mR“ 招解B麗難  堅

柱穴列 l    Pl 須恵器   杯 M雫錦包を  堅

14 柱穴列 l   Pl 須恵器 杯 lm以下の白色粒    堅

柱穴列 l   Pl 須恵器 杯 灰白 5Y71        資灰 25Y5/1       灰費褐 10Y郎 /2 ldH以下の白色粒    堅

柱穴列 l   Pl 須恵器 杯
i器解鶴色魅    堅

17 柱穴列 l    P2 須恵器 杯 堅
下

下

下

13 柱穴列 l   P2 須恵器   杯 黎霊▼健5YИ  繋軍:摯 25Y6/1 廂 25YИ 堅魏触観

柱穴列 l   P3 須恵器 杯 132 とaa以下の場色粒    堅

柱穴列 l    Pl 須意器   杯
lШ以下の白色粒
lm以下の福色粒   堅

柱穴列 l   Pl 須恵器   杯 ldH以 下の褐EII  堅

土器 観察表
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載
号
掲
番
実測
番号

遺構名   地点 種別 器種
計測値 (cla)

日径  底径  器高

色調

外 内 断
胎土    焼成

柱穴列 l    P3 須恵器 賓 :器解8亀畿    堅

4 柱穴列 l   P2 須恵器 高杯 招歓雫薪鶏羅  堅
1皿以下の黒LI

3 柱穴列 l   P2 須恵器   高杯 鴛歓鴨督霙    堅

柱穴列 l    P2 須恵器 高杯 招歓秘是観  堅

柱穴列 l    P2 須恵器 高杯 阻解B鍵篭    軟

柱穴列 l   P2 土師器   杯 赤 10■ 5/8        明赤襴 25YR5/8     褐灰 73YRγ l 総解塚離篭  良

17 基盤層 須意器 蓋 法費 25Y7/3      灰白 10YR71      灰責 26Y?/2 総執粥鳥謎  堅

基盤層 須恵器 蓋
総餌路督謬を  堅
lnd以下の黒色粒

基盤層 須恵器 蓋
総段雫勇色粒    堅

基盤層 須恵器   蓋 総解a看雛  堅

基盤層 須恵器   蓋 黄灰 25YS/1       灰白 10Y7/1       灰黄 25Y7/2 総解簾観  堅

基盤層 須恵器 杯 将灰 5Y郎れ   赤灰 2 5VR5れ   禽 :奏 伊

か 総鯛路鵡遂  堅

基盤層 須恵器 杯 灰 76Y5/ユ       資灰 25Y5/1      褐灰 10YRG/1 総蟄雫籐麹雑  堅

5 基盤層 須恵器   高杯 簸 25Y6れ    卿 5Y7刀    騒爵譴究 i協解錠警篭    堅

1 基盤層 須恵器 高杯 17 囃И   tt Nν    牟がど娯傘蟹選5YИ i器歓雫み記赳    堅

6 基盤層 須恵器 高杯
総按将督鶴  堅

基盤層 須恵器   高杯 拙籐縄謎  堅

基盤層 須恵器 高杯 総解鶴謎  堅

基盤層 須恵器 高杯
堅帥

帥
帥

9 基盤層 須恵器 一重 灰 Nν 灰帥 Wれ  廂 N7  貧 :そ鵠 蜘 か 総鯛路是畿  堅
lna以下の黒色粒

基盤層 須恵器   杯 1潮帰a督雛  堅

土器 観察表
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載
号
掲
番
実測
番号

地点 種別 器種

土器 観察表

計測値 (cm)

口径  底径  器高 1郷
胎土

lED以 下の白色世

lmH以 下の褐色粒

と�以下の褐色粒

lnd以 下の白色粒

堅

堅

堅

堅

軟

堅

堅

堅

軟

軟

堅

堅

堅

堅

堅

堅

堅

堅

堅

堅

灰 25V6/1       灰 6/          灰貨lH 10YR6/2

灰白 25Y7/1      灰白 10YR71      にない黄桂 10YR7/2

灰黄 25Y7/2       灰白 25Y8/1       灰白 5Y7/2

灰白 5Y7/1       tt N7/         灰黄 25Y7/2

灰N5/        灰7 5YS/1      疫話,4
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土器 観察表

織
幾
瓢
鶉
離 名  渕嘘 翻  1癬

計灘値 ω

E」E 底径  器高
鰤

外 内 断
艦   麟

64 62 包含層・ JFrL 白藤   llll la4 騨S73/1i  tt SYa/1   律嬢臨 塞

鶴 64 包含盾・ 姓 青磁    磯 嚇 ,一 tra ttEW/1 1prRI'‐ 嶽 2SOW/1 ヌ由lrta/1 基

石器 観察表

攀 製 鶏  蠍 8Brl 材質
針剤信ω

長事 .    摘       厚さ 曇  (gD

31 S3 1銃 隔     瑶鶏競筆森蝶 穏INRT/a) 嬢 58金

SI 色奮層 1排土 RF      予ユカイ ド 3, 24 0“ 41

佳箱・,縦 割片      'メ カイト 1路1 0電 み1

鉄器 観察表

畢 期鶏 朧   嫌 一罐1翻
計測値 (盛〕

現在量1     最大長     1最大厚 塾   (意)

MH Ml ,4 鉄鎌

．
e4 2T &5 40

M2 M2 鞠 鉄鱒
４

■
・
納
繊

一聾

弾

締
纏

繊繭営|"4 盗

効
麟
鰺

十~117-―
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所在地
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調査期間 調査原因

市町村 遺跡番号
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山崎窯南遺跡

岡山県

備前市

浦伊部
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2011.9.5～

2011.11.4
61.26rド

大阪ガス株

式会社によ

る姫路・岡

山ライン06

立坑工事

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

山崎窯南遺跡 集落 古代
土坑 4、

柱穴列 1

弥生土器、土師器、

須恵器、備前焼、

陶磁器、石器、鉄器



図版
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図版  2

1柱穴列 1から片上湾の方向を望む (南西から) 2調査区から山崎古窯跡を望む (南東から)

Sl

出土遺物
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